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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段により生成される映像信号が従う第１の映像信号方式または第２の映像信号方
式を使用者の操作に応じて設定する映像信号方式設定手段と、
　前記第１の映像信号方式に対応する記録フォーマット、または前記第２の映像信号方式
に対応する記録フォーマットに従って記録媒体の初期化処理を行う初期化手段と、
　前記初期化手段によって初期化された記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号
方式が、前記映像信号方式設定手段によって設定された映像信号方式と一致するか否かを
判定する映像信号方式判定手段と、
　前記映像信号方式判定手段によって前記映像信号方式が一致していないと判定された場
合に、前記記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号方式に設定を切り替えるよう
に促す表示を表示部に行う切り替え督促手段とを備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　撮像手段から得られた撮像信号を用いて、第１の映像信号方式に従う第１の映像信号、
または前記第１の映像信号方式とは異なる第２の映像信号方式に従う第２の映像信号を生
成する映像信号生成手段と、
　前記第１の映像信号を記録媒体に記録するための記録フォーマット、または前記第２の
映像信号を前記記録媒体に記録するための記録フォーマットの何れか一方を使用者の操作
に応じて選択する記録フォーマット選択手段と、
　前記記録フォーマット選択手段により選択された記録フォーマットに従って前記記録媒
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体の初期化処理を行う初期化手段と、
　前記初期化手段によって初期化された記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号
方式が、前記映像信号生成手段によって生成される映像信号の映像信号方式と一致するか
否かを判定する映像信号方式判定手段と、
　前記映像信号方式判定手段によって映像信号方式が一致していないと判定された場合に
、前記記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号方式に設定を切り替えるように促
す表示を表示部に行う切り替え督促手段と、
　前記切り替え督促手段により促されて切り替えられた第１の映像信号または第２の映像
信号を前記初期化手段によって初期化処理された記録媒体に記録する記録手段とを備える
ことを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　前記記録媒体は光学ディスクであり、前記記録フォーマットはファイルフォーマットと
映像信号の記録方式との組み合わせからなる記録フォーマットであることを特徴とする請
求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記第１の映像信号方式と前記第２の映像信号方式とは、互いに解像度が異なることを
特徴とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記第１の映像信号方式と前記第２の映像信号方式とは、互いに圧縮方式が異なること
を特徴とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記第１の映像信号方式と前記第２の映像信号方式とは、互いに圧縮率が異なることを
特徴とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項７】
　撮像手段により生成される映像信号が従う第１の映像信号方式または第２の映像信号方
式を使用者の操作に応じて設定する映像信号方式設定工程と、
　前記第１の映像信号方式に対応する記録フォーマット、または前記第２の映像信号方式
に対応する記録フォーマットに従って記録媒体の初期化処理を行う初期化工程と、
　前記初期化工程において初期化された記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号
方式が、前記映像信号方式設定工程において設定された映像信号方式と一致するか否かを
判定する映像信号方式判定工程と、
　前記映像信号方式判定工程において前記映像信号方式が一致していないと判定された場
合に、前記記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号方式に設定を切り替えるよう
に促す表示を表示部に行う切り替え督促工程とを備えることを特徴とする撮像装置の制御
方法。
【請求項８】
　撮像手段から得られた撮像信号を用いて、第１の映像信号方式に従う第１の映像信号、
または前記第１の映像信号方式とは異なる第２の映像信号方式に従う第２の映像信号を生
成する映像信号生成工程と、
　前記第１の映像信号を記録媒体に記録するための記録フォーマット、または前記第２の
映像信号を前記記録媒体に記録するための記録フォーマットの何れか一方を使用者の操作
に応じて選択する記録フォーマット選択工程と、
　前記記録フォーマット選択工程において選択された記録フォーマットに従って前記記録
媒体の初期化処理を行う初期化工程と、
　前記初期化工程において初期化された記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号
方式が、前記映像信号生成工程において生成される映像信号の映像信号方式と一致するか
否かを判定する映像信号方式判定工程と、
　前記映像信号方式判定工程において映像信号方式が一致していないと判定された場合に
、前記記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号方式に設定を切り替えるように促
す表示を表示部に行う切り替え督促工程と、
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　前記切り替え督促工程において促されて切り替えられた第１の映像信号または第２の映
像信号を前記初期化工程において初期化処理された記録媒体に記録する記録工程とを備え
ることを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項９】
　前記記録媒体は光学ディスクであり、前記記録フォーマットはファイルフォーマットと
映像信号の記録方式との組み合わせからなる記録フォーマットであることを特徴とする請
求項７または８に記載の撮像装置の制御方法。
【請求項１０】
　前記第１の映像信号方式と前記第２の映像信号方式とは、互いに解像度が異なることを
特徴とする請求項７または８に記載の撮像装置の制御方法。
【請求項１１】
　前記第１の映像信号方式と前記第２の映像信号方式とは、互いに圧縮方式が異なること
を特徴とする請求項７または８に記載の撮像装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記第１の映像信号方式と前記第２の映像信号方式とは、互いに圧縮率が異なることを
特徴とする請求項７または８に記載の撮像装置の制御方法。
【請求項１３】
　撮像手段と、
　前記撮像手段により得られた映像信号を用いて、第１の映像信号と、前記第１の映像信
号よりも解像度が低い第２の映像信号とを生成する生成手段と、
　前記第１の映像信号を記録するための第１の記録フォーマットと前記第２の映像信号を
記録するための第２の記録フォーマットとで初期化可能な記録媒体に対する初期化の指示
があった場合に、前記第１の記録フォーマット及び前記第２の記録フォーマットの中から
選択された記録フォーマットに従って前記記録媒体の初期化処理を行う初期化手段と、
　前記生成手段より出力された前記第１の映像信号または前記第２の映像信号を前記初期
化手段によって初期化処理された記録媒体に記録する記録手段と、
　使用者により前記第１の映像信号が選択されており、且つ、前記初期化手段が前記第２
の記録フォーマットにより前記記録媒体を初期化処理した場合に、前記生成手段が前記第
２の映像信号を出力するように変更するか否かを使用者に確認するための確認画面を表示
部に表示する制御手段とを備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項１４】
　前記第１の記録フォーマットで前記記録媒体に記録された前記第１の映像信号は第１の
ファイルシステムに従って管理され、前記第２の記録フォーマットで前記記録媒体に記録
された前記第２の映像信号は第２のファイルシステムに従って管理されることを特徴とす
る請求項１３に記載の撮像装置。
【請求項１５】
　前記生成手段は、入力された映像信号を第１の符号化方式に従って符号化することによ
り前記第１の映像信号を生成し、前記入力された映像信号を第２の符号化方式に従って符
号化することにより前記第２の映像信号を生成することを特徴とする請求項１３または１
４に記載の撮像装置。
【請求項１６】
　撮像手段と、
　前記撮像手段により得られた映像信号を用いて、ＨＤの映像信号と、ＳＤの映像信号と
を生成する生成手段と、
　前記ＨＤの映像信号を記録するための第１の記録フォーマットと前記ＳＤの映像信号を
記録するための第２の記録フォーマットとで初期化可能な記録媒体に対する初期化の指示
があった場合に、前記第１の記録フォーマット及び前記第２の記録フォーマットの中から
選択された記録フォーマットに従って前記記録媒体の初期化処理を行う初期化手段と、
　前記生成手段より出力された前記ＨＤの映像信号または前記ＳＤの映像信号を前記初期
化手段によって初期化処理された記録媒体に記録する記録手段と、
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　使用者により前記ＨＤの映像信号が選択されており、且つ、前記初期化手段が前記第２
の記録フォーマットにより前記記録媒体を初期化処理した場合に、前記生成手段が前記Ｓ
Ｄの映像信号を出力するように変更するか否かを使用者に確認するための確認画面を表示
部に表示する制御手段とを備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項１７】
　前記第１の記録フォーマットで前記記録媒体に記録された前記ＨＤの映像信号は第１の
ファイルシステムに従って管理され、前記第２の記録フォーマットで前記記録媒体に記録
された前記ＳＤの映像信号は第２のファイルシステムに従って管理されることを特徴とす
る請求項１６に記載の撮像装置。
【請求項１８】
　前記生成手段は、入力された映像信号を第１の符号化方式に従って符号化することによ
り前記ＨＤの映像信号を生成し、前記入力された映像信号を第２の符号化方式に従って符
号化することにより前記ＳＤの映像信号を生成することを特徴とする請求項１６または１
７に記載の撮像装置。
【請求項１９】
　前記第１のファイルシステムはＵＤＦ２．５であり、前記第２のファイルシステムはＵ
ＤＦ２．０であることを特徴とする請求項１４または１７に記載の撮像装置。
【請求項２０】
　前記第１の符号化方式はＭＰＥＧ４ＡＶＣ方式であり、前記第２の符号化方式はＭＰＥ
Ｇ２方式であることを特徴とする請求項１５または１８に記載の撮像装置。
【請求項２１】
　撮像手段により得られた映像信号を用いて、第１の映像信号と、前記第１の映像信号よ
りも解像度が低い第２の映像信号とを生成する生成工程と、
　前記第１の映像信号を記録するための第１の記録フォーマットと前記第２の映像信号を
記録するための第２の記録フォーマットとで初期化可能な記録媒体に対する初期化の指示
があった場合に、前記第１の記録フォーマット及び前記第２の記録フォーマットの中から
選択された記録フォーマットに従って前記記録媒体の初期化処理を行う初期化工程と、
　前記生成工程より出力された前記第１の映像信号または前記第２の映像信号を前記初期
化工程によって初期化処理された記録媒体に記録する記録工程と、
　使用者により前記第１の映像信号が選択されており、且つ、前記初期化工程が前記第２
の記録フォーマットにより前記記録媒体を初期化処理した場合に、前記生成工程が前記第
２の映像信号を出力するように変更するか否かを使用者に確認するための確認画面を表示
部に表示する制御工程とを有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項２２】
　撮像手段により得られた映像信号を用いて、ＨＤの映像信号と、ＳＤの映像信号とを生
成する生成工程と、
　前記ＨＤの映像信号を記録するための第１の記録フォーマットと前記ＳＤの映像信号を
記録するための第２の記録フォーマットとで初期化可能な記録媒体に対する初期化の指示
があった場合に、前記第１の記録フォーマット及び前記第２の記録フォーマットの中から
選択された記録フォーマットに従って前記記録媒体の初期化処理を行う初期化工程と、
　前記生成工程より出力された前記ＨＤの映像信号または前記ＳＤの映像信号を前記初期
化工程によって初期化処理された記録媒体に記録する記録工程と、
　使用者により前記ＨＤの映像信号が選択されており、且つ、前記初期化工程が前記第２
の記録フォーマットにより前記記録媒体を初期化処理した場合に、前記生成工程が前記Ｓ
Ｄの映像信号を出力するように変更するか否かを使用者に確認するための確認画面を表示
部に表示する制御工程とを有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像装置及びその制御方法に関し、特に、光学ディスクをはじめとするフォー
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マットを必要とする記録媒体に映像、音声を記録するために用いて好適な技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　映像と音声とを記録するカムコーダとして、記録媒体に光学ディスク（ディスク）を利
用したビデオカムコーダ（以下、ディスクカムコーダ）が知られている。こうしたディス
クカムコーダでは、物理フォーマットの異なるディスクを検出し、その種類に応じて異な
る記録方式で記録するためのディスクフォーマット処理を行い、ビデオ信号を記録する技
術がある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ディスクカムコーダのディスクとしては、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷなど様々な種類が
ある。例えば、ＤＶＤ－Ｒではディスクフォーマットとしてビデオフォーマット（以下、
Ｖｉｄｅｏフォーマット）があり、ＤＶＤ－ＲＷであれば、Ｖｉｄｅｏフォーマットもし
くはビデオレコーディングフォーマット（以下、ＶＲフォーマット）が選択可能である。
【０００４】
　また、ディスクカムコーダにおいて、記録開始の段階でディスクがフォーマットされて
いなければ、映像及び音声信号を一時メモリに保存し、その間に自動的に所定のディスク
フォーマット処理を行う。そして、前記処理を行った後、一時メモリの情報をディスクへ
記録開始する技術がある（例えば、特許文献２参照）。
【０００５】
　さらに、ディスクへ記録するためには、記録データをファイルとして扱うためファイル
システムが必要であり、フォーマットの際はファイルフォーマット処理も必要となる。光
学ディスクはＵＤＦ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｄｉｓｋ　Ｆｏｒｍａｔ）形式のファイルを
採用しており、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷはＵＤＦ２．０のファイルフォーマットに対応
している。
【０００６】
　このようにディスクカムコーダでは、映像や音声をディスクへ記録する前に、ファイル
フォーマット処理とディスクフォーマット処理を行い、ディスクへのデータ書き込みを可
能にしておく必要がある。
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－７８８７４号公報
【特許文献２】特開２００５－２４３０７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ハイビジョン規格（ＨＤＴＶ）のような高品位の映像、音声をディスクへ記録する場合
、ディスクカムコーダでは携帯性や小型化を考慮すると、従来の８ｃｍサイズのディスク
より大きなサイズのディスクを利用することは難しい。そのため、例えば、ＭＰＥＧ４－
ＡＶＣ（Ｈ．２６４）規格のように圧縮効率の高いコーデックを使うことで、ビットレー
トの向上を抑えつつ、従来サイズのディスクに高品位の映像、音声を記録することが可能
である。ただし、現行のＤＶＤ記録のファイルフォーマットであるＵＤＦ２．０はＨＤＴ
Ｖの映像、音声の規格に対応していないため、これらに対応した新しいファイルフォーマ
ットが必要となる。
【０００９】
　しかしながら、長時間記録を行う場合には、映像の解像度を標準規格（ＳＤＴＶ）まで
落としたり、圧縮率を落としたりする等、低ビットレートの圧縮を行う必要がある。また
、他の再生装置での再生を考慮した場合、ＳＤＴＶの解像度で現行のＭＰＥＧ２による圧
縮方式を用いたＤＶＤ記録として記録することで互換性が得られやすい。
【００１０】
　その結果、ディスクカムコーダでは、ディスクのファイルフォーマットとディスクフォ
ーマットと映像（音声）の規格が各々複数存在する。このため、それぞれの組み合わせを
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適切に選択しないと映像や音声をＤＶＤディスクに記録することができなくなってしまう
という問題点があった。
【００１１】
　本発明は前述の問題点に鑑み、複数の記録フォーマットで記録可能な記録媒体に複数の
映像信号方式の映像信号を記録する場合に、記録媒体を初期化した記録フォーマットに合
った映像信号方式で映像信号を記録できるようにすることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の撮像装置は、撮像手段により生成される映像信号が従う第１の映像信号方式ま
たは第２の映像信号方式を使用者の操作に応じて設定する映像信号方式設定手段と、前記
第１の映像信号方式に対応する記録フォーマット、または前記第２の映像信号方式に対応
する記録フォーマットに従って記録媒体の初期化処理を行う初期化手段と、前記初期化手
段によって初期化された記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号方式が、前記映
像信号方式設定手段によって設定された映像信号方式と一致するか否かを判定する映像信
号方式判定手段と、前記映像信号方式判定手段によって前記映像信号方式が一致していな
いと判定された場合に、前記記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号方式に設定
を切り替えるように促す表示を表示部に行う切り替え督促手段とを備えることを特徴とす
る。
　また、本発明の撮像装置の他の特徴とするところは、撮像手段から得られた撮像信号を
用いて、第１の映像信号方式に従う第１の映像信号、または前記第１の映像信号方式とは
異なる第２の映像信号方式に従う第２の映像信号を生成する映像信号生成手段と、前記第
１の映像信号を記録媒体に記録するための記録フォーマット、または前記第２の映像信号
を前記記録媒体に記録するための記録フォーマットの何れか一方を使用者の操作に応じて
選択する記録フォーマット選択手段と、前記記録フォーマット選択手段により選択された
記録フォーマットに従って前記記録媒体の初期化処理を行う初期化手段と、前記初期化手
段によって初期化された記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号方式が、前記映
像信号生成手段によって生成される映像信号の映像信号方式と一致するか否かを判定する
映像信号方式判定手段と、前記映像信号方式判定手段によって映像信号方式が一致してい
ないと判定された場合に、前記記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号方式に設
定を切り替えるように促す表示を表示部に行う切り替え督促手段と、前記切り替え督促手
段により促されて切り替えられた第１の映像信号または第２の映像信号を前記初期化手段
によって初期化処理された記録媒体に記録する記録手段とを備えることを特徴とする。
　また、本発明の撮像装置のその他の特徴とするところは、撮像手段と、前記撮像手段に
より得られた映像信号を用いて、第１の映像信号と、前記第１の映像信号よりも解像度が
低い第２の映像信号とを生成する生成手段と、前記第１の映像信号を記録するための第１
の記録フォーマットと前記第２の映像信号を記録するための第２の記録フォーマットとで
初期化可能な記録媒体に対する初期化の指示があった場合に、前記第１の記録フォーマッ
ト及び前記第２の記録フォーマットの中から選択された記録フォーマットに従って前記記
録媒体の初期化処理を行う初期化手段と、前記生成手段より出力された前記第１の映像信
号または前記第２の映像信号を前記初期化手段によって初期化処理された記録媒体に記録
する記録手段と、使用者により前記第１の映像信号が選択されており、且つ、前記初期化
手段が前記第２の記録フォーマットにより前記記録媒体を初期化処理した場合に、前記生
成手段が前記第２の映像信号を出力するように変更するか否かを使用者に確認するための
確認画面を表示部に表示する制御手段とを備えることを特徴とする。
　また、本発明の撮像装置のその他の特徴とするところは、撮像手段と、前記撮像手段に
より得られた映像信号を用いて、ＨＤの映像信号と、ＳＤの映像信号とを生成する生成手
段と、前記ＨＤの映像信号を記録するための第１の記録フォーマットと前記ＳＤの映像信
号を記録するための第２の記録フォーマットとで初期化可能な記録媒体に対する初期化の
指示があった場合に、前記第１の記録フォーマット及び前記第２の記録フォーマットの中
から選択された記録フォーマットに従って前記記録媒体の初期化処理を行う初期化手段と
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、前記生成手段より出力された前記ＨＤの映像信号または前記ＳＤの映像信号を前記初期
化手段によって初期化処理された記録媒体に記録する記録手段と、使用者により前記ＨＤ
の映像信号が選択されており、且つ、前記初期化手段が前記第２の記録フォーマットによ
り前記記録媒体を初期化処理した場合に、前記生成手段が前記ＳＤの映像信号を出力する
ように変更するか否かを使用者に確認するための確認画面を表示部に表示する制御手段と
を備えることを特徴とする。
【００１３】
　本発明の撮像装置の制御方法は、撮像手段により生成される映像信号が従う第１の映像
信号方式または第２の映像信号方式を使用者の操作に応じて設定する映像信号方式設定工
程と、前記第１の映像信号方式に対応する記録フォーマット、または前記第２の映像信号
方式に対応する記録フォーマットに従って記録媒体の初期化処理を行う初期化工程と、前
記初期化工程において初期化された記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号方式
が、前記映像信号方式設定工程において設定された映像信号方式と一致するか否かを判定
する映像信号方式判定工程と、前記映像信号方式判定工程において前記映像信号方式が一
致していないと判定された場合に、前記記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号
方式に設定を切り替えるように促す表示を表示部に行う切り替え督促工程とを備えること
を特徴とする。
　また、本発明の撮像装置の制御方法の他の特徴とするところは、撮像手段から得られた
撮像信号を用いて、第１の映像信号方式に従う第１の映像信号、または前記第１の映像信
号方式とは異なる第２の映像信号方式に従う第２の映像信号を生成する映像信号生成工程
と、前記第１の映像信号を記録媒体に記録するための記録フォーマット、または前記第２
の映像信号を前記記録媒体に記録するための記録フォーマットの何れか一方を使用者の操
作に応じて選択する記録フォーマット選択工程と、前記記録フォーマット選択工程におい
て選択された記録フォーマットに従って前記記録媒体の初期化処理を行う初期化工程と、
前記初期化工程において初期化された記録媒体の記録フォーマットに対応する映像信号方
式が、前記映像信号生成工程において生成される映像信号の映像信号方式と一致するか否
かを判定する映像信号方式判定工程と、前記映像信号方式判定工程において映像信号方式
が一致していないと判定された場合に、前記記録媒体の記録フォーマットに対応する映像
信号方式に設定を切り替えるように促す表示を表示部に行う切り替え督促工程と、前記切
り替え督促工程において促されて切り替えられた第１の映像信号または第２の映像信号を
前記初期化工程において初期化処理された記録媒体に記録する記録工程とを備えることを
特徴とする。
　また、本発明の撮像装置の制御方法のその他の特徴とするところは、撮像手段により得
られた映像信号を用いて、第１の映像信号と、前記第１の映像信号よりも解像度が低い第
２の映像信号とを生成する生成工程と、前記第１の映像信号を記録するための第１の記録
フォーマットと前記第２の映像信号を記録するための第２の記録フォーマットとで初期化
可能な記録媒体に対する初期化の指示があった場合に、前記第１の記録フォーマット及び
前記第２の記録フォーマットの中から選択された記録フォーマットに従って前記記録媒体
の初期化処理を行う初期化工程と、前記生成工程より出力された前記第１の映像信号また
は前記第２の映像信号を前記初期化工程によって初期化処理された記録媒体に記録する記
録工程と、使用者により前記第１の映像信号が選択されており、且つ、前記初期化工程が
前記第２の記録フォーマットにより前記記録媒体を初期化処理した場合に、前記生成工程
が前記第２の映像信号を出力するように変更するか否かを使用者に確認するための確認画
面を表示部に表示する制御工程とを有することを特徴とする。
　また、本発明の撮像装置の制御方法のその他の特徴とするところは、撮像手段により得
られた映像信号を用いて、ＨＤの映像信号と、ＳＤの映像信号とを生成する生成工程と、
前記ＨＤの映像信号を記録するための第１の記録フォーマットと前記ＳＤの映像信号を記
録するための第２の記録フォーマットとで初期化可能な記録媒体に対する初期化の指示が
あった場合に、前記第１の記録フォーマット及び前記第２の記録フォーマットの中から選
択された記録フォーマットに従って前記記録媒体の初期化処理を行う初期化工程と、前記
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生成工程より出力された前記ＨＤの映像信号または前記ＳＤの映像信号を前記初期化工程
によって初期化処理された記録媒体に記録する記録工程と、使用者により前記ＨＤの映像
信号が選択されており、且つ、前記初期化工程が前記第２の記録フォーマットにより前記
記録媒体を初期化処理した場合に、前記生成工程が前記ＳＤの映像信号を出力するように
変更するか否かを使用者に確認するための確認画面を表示部に表示する制御工程とを有す
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、記録フォーマットに対応する映像信号方式と設定された映像信号方式
とが一致していない場合に、記録フォーマットに対応する映像信号方式に設定を切り替え
るように促すようにした。これにより、複数のフォーマットで記録可能な記録媒体に映像
の記録を行う場合に、フォーマットの種類に合った適切なカメラモードを選択することが
可能となる。これにより、複数の記録フォーマットで複数の方式の映像信号を記録する場
合に、記録・再生を行うことができない映像信号方式で記録媒体に映像信号を記録してし
まう不都合を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
（第１の実施形態）
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。
　図１は、本実施形態において、光学ディスクを記録媒体とする撮像装置（ディスクカム
コーダ）の構成例を示すブロック図である。
　図１において、１０１はレンズであり、１０２は固体撮像素子であるＣＣＤ（Ｃｈａｒ
ｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）である。１０３は撮像信号を映像信号に変換する
映像信号処理回路であり、１０４は映像信号を表示装置あるいは出力端子へ出力する映像
表示出力回路である。
【００１８】
　１０５は映像出力端子であり、１０６は映像表示装置であるＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃ
ｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）である。１０７は映像信号の圧縮方式を切り替える切替
回路である。１０８は規格化された圧縮方式に基づいて映像信号の圧縮処理を行う第１の
映像信号圧縮回路であり、１０９は第１の映像信号圧縮回路１０８と異なる規格化された
圧縮方式に基づいて映像信号の圧縮処理を行う第２の映像信号圧縮回路である。１１０は
圧縮された映像信号を記録媒体へ記録する記録回路であり、１１１は記録媒体である光学
ディスクである。
【００１９】
　１１２は初期化要求回路であり、１１３はディスクカムコーダのシステム制御を行うマ
イクロコンピュータである。１１４は光学ディスク１１１を初期化する際の記録フォーマ
ットの種別を選択する初期化選択回路であり、１１５、１１６、１１７、及び１１８はそ
れぞれ、光学ディスク１１１を各々異なる記録フォーマットに従って初期化する第１、第
２、第３、及び第４の初期化回路である。１１９はカメラモード選択肢抽出回路、１２０
はカメラモード選択回路、１２１は光学ディスク１１１を検出する記録媒体検出回路であ
る。
【００２０】
　レンズ１０１で結像した光は、ＣＣＤ１０２で光電変換され撮像信号となる。そして、
撮像信号は映像信号処理回路１０３で映像信号に変換される。また、マイクロコンピュー
タ１１３からの指示に従い、カムコーダの状態表示や各種設定を行うためのメニュー画面
の表示としてＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）の信号生成も行う。
【００２１】
　映像信号は、映像表示出力回路１０４と切替回路１０７とへ出力される。そして、映像
信号は映像表示出力回路１０４で外部出力信号となり、映像出力端子１０５を介して外部
出力される。さらに、映像表示出力回路１０４はＬＣＤ１０６で映像表示を行うための制
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御も行う。
【００２２】
　一方で、前述したように映像信号は切替回路１０７へも出力される。切替回路１０７は
マイクロコンピュータ１１３からの指示に従い、入力した映像信号を第１の映像信号圧縮
回路１０８または第２の映像信号圧縮回路１０９のいずれか一方に出力する。
【００２３】
　第１の映像信号圧縮回路１０８と第２の映像信号圧縮回路１０９とでは互いに異なる圧
縮方式で映像信号を圧縮する。第１の映像信号圧縮回路１０８での圧縮方式はＭＰＥＧ４
－ＡＶＣ（Ｈ．２６４）方式であり、ＨＤＴＶの映像信号の圧縮を行う。一方、第２の映
像信号圧縮回路１０９での圧縮方式はＭＰＥＧ２方式であり、ＳＤＴＶの映像信号の圧縮
を行う。
【００２４】
　また、映像信号処理回路１０３から出力される映像信号は、ＨＤＴＶに対応した信号で
あるため、第１の映像信号処理回路１０８及び第２の映像信号圧縮回路１０９は、信号の
圧縮前にＨＤＴＶをＳＤＴＶへダウンコンバートするダウンコンバート回路を含む。
【００２５】
　圧縮された映像信号は記録回路１１０により光学ディスク１１１に記録される。具体的
には、まず記録回路１１０は映像信号を所定のデータに変換する。変換されたデータはピ
ックアップ部（不図示）を介してレーザー光で光学ディスク１１１に記録される。その際
に、光学ディスク１１１を回転するスピンドルモーター（不図示）とピックアップ部を駆
動するトラッキングモーター（不図示）の駆動制御を行うモータードライバ（不図示）の
制御も記録回路１１０から行われる。
【００２６】
　記録時においては、ＤＶＤ－ＲやＤＶＤ－ＲＷのように光学ディスク１１１の記録層に
レーザー光が照射されて情報が記録される。一方、再生時においては、記録層にレーザー
光が照射され、その反射光をピックアップ部で検出して情報が取り出される（光学ディス
ク１１１の構造は不図示）。
【００２７】
　記録媒体検出回路１２１は、光学ディスク１１１のディスク情報を読み出し、マイクロ
コンピュータ１１３へ出力する。マイクロコンピュータ１１３は、その結果から光学ディ
スク１１１が装着されているか否か、またフォーマット済みか否かを判断し、フォーマッ
ト済みであればフォーマットの種類を判断する。
【００２８】
　初期化選択回路１１４は４つの初期化回路１１５～１１８から一つを選択する。そして
、第１の初期化回路１１５、第２の初期化回路１１６、第３の初期化回路１１７、及び第
４の初期化回路１１８はそれぞれ異なるフォーマットで光学ディスク１１１をフォーマッ
トする初期化データを記録回路１１０に出力する。記録回路１１０はフォーマット処理時
に初期化データを光学ディスク１１１に記録し、フォーマット処理を行う。
【００２９】
　初期化要求回路１１２は映像出力端子１０５から出力されて表示されたメニュー画面又
はＬＣＤ１０６に表示されたメニュー画面から操作キー（不図示）により選択されたフォ
ーマットの種別とフォーマット開始の指示とをマイクロコンピュータ１１３へ出力する。
【００３０】
　カメラモード選択肢抽出回路１１９は初期化されたフォーマットに対し、記録可能なＳ
ＤＴＶまたはＨＤＴＶのカメラモードを抽出する。カメラモード選択回路１２０は、カメ
ラモード選択肢抽出回路１１９で抽出されたカメラモードに現在設定されているカメラモ
ードが含まれていない場合に、映像出力端子１０５を経由してまたはＬＣＤ１０６にカメ
ラモードの選択肢を表示する。そして、操作キーにより選択されたカメラモードをマイク
ロコンピュータ１１３へ出力する。
【００３１】
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　次に、本実施形態におけるカメラモード（記録する映像信号の方式）、映像圧縮方式、
光学ディスク１１１のファイルフォーマット及び信号の記録方式の組み合わせについて説
明する。
【００３２】
　前述のように、ＨＤＴＶ方式の映像信号をＤＶＤディスクなどの記録媒体に記録するた
めの民生用レコーダの規格として、近年、ＡＶＣＨＤ規格が提案された。
　ＡＶＣＨＤ規格では、動画の圧縮方式としてＭＰＥＧ４－ＡＶＣ（Ｈ．２６４）方式を
用いる。また、光学ディスクに対して記録する際のファイルフォーマットとしてＵＤＦ２
．５を用いている。
【００３３】
　本実施形態では、記録フォーマットとして、ＤＶＤ規格及びＡＶＣＨＤ規格の２種類の
記録フォーマットを選択することができる。
　ＤＶＤは動画の圧縮方式としてＭＰＥＧ２方式を用い、光学ディスク１１１のファイル
フォーマットとしてＵＤＦ２．０を用いている。また、カメラモードとしてはＳＤＴＶの
解像度の記録に対応している。
【００３４】
　従って、記録フォーマットの違いはファイルフォーマットの違いに等しい。また、各記
録フォーマットはともに光学ディスク１１１への記録の際に、Ｖｉｄｅｏフォーマットま
たはＶＲフォーマットのディスクフォーマットの選択が可能である。
【００３５】
　図２は、各カメラモード、記録フォーマット、ディスクフォーマットの組み合わせで記
録可能な構成を示す図である。なお、「○」が記録可能な組み合わせを示し、「×」が記
録不可能な組み合わせを示している。
【００３６】
　図２に示すように、組み合わせとしては８通りあるが、記録フォーマットとしてＤＶＤ
を選択した場合は、カメラモードはＳＤＴＶしか選択できない。一方で、ＡＶＣＨＤを選
択した場合は、カメラモードはＨＤＴＶまたはＳＤＴＶを選択できる。このように光学デ
ィスク１１１の記録フォーマットを決定するとカメラモードの選択肢が決定される。
【００３７】
　次に、未フォーマットの光学ディスク（以下、ブランクディスク）が本実施形態のディ
スクカムコーダに装着された場合の、カメラモード決定までの動作について説明する。光
学ディスク１１１としてブランクディスクがディスクカムコーダに装着されると、記録媒
体検出回路１２１はブランクディスク上の所定の領域のデータを読み出す。そして、ファ
イルフォーマットの種別やフォーマットの有無などからなるディスク情報をマイクロコン
ピュータ１１３へ送る。
【００３８】
　初期化選択回路１１４は、フォーマットを行う回路を、第１の初期化回路１１５～第４
の初期化回路１１８の中から選択する。第１の初期化回路１１５は、ＤＶＤ記録用にＵＤ
Ｆ２．０でファイルフォーマットを行い、Ｖｉｄｅｏフォーマットでディスクフォーマッ
トを行う。第２の初期化回路１１６は、ＤＶＤ記録用にＵＤＦ２．０でファイルフォーマ
ットを行い、ＶＲフォーマットでディスクフォーマットを行う。第３の初期化回路１１７
は、ＡＶＣＨＤ記録用にＵＤＦ２．５でファイルフォーマットを行い、Ｖｉｄｅｏフォー
マットでディスクフォーマットを行う。第４の初期化回路１１８は、ＡＶＣＨＤ記録用に
ＵＤＦ２．５でファイルフォーマットを行い、ＶＲフォーマットでディスクフォーマット
を行う。本実施形態においては、このように、異なるファイルフォーマットとディスクフ
ォーマットの組み合わせでフォーマットを行うための初期化データを出力する４つの初期
化回路１１５～１１８を備えている。なお、フォーマットの種別はマイクロコンピュータ
１１３から指示される。
【００３９】
　マイクロコンピュータ１１３は、ディスクカムコーダのシステム制御を行うためのコン



(11) JP 4921076 B2 2012.4.18

10

20

30

40

50

ピュータであり、制御コードや制御データテーブルからなるＲＯＭと、各種情報を一時的
に記憶するためのＲＡＭとを備えている（ＲＯＭ、ＲＡＭの構成は不図示）。マイクロコ
ンピュータ１１３は、記録媒体検出回路１２１から送られるディスク情報によりブランク
ディスク１１１の装着を検出するとフォーマット処理を行う。
【００４０】
　その際、マイクロコンピュータ１１３は、フォーマットの種別を使用者に選択させるメ
ニュー画面を映像出力端子１０５及びＬＣＤ１０６へ出力するためのＯＳＤデータを生成
し、映像信号処理回路１０３へ出力する。さらに、初期化の結果により、カメラモードを
ＳＤＴＶまたはＨＤＴＶの何れかに切り替えるかを使用者に選択させるメニュー画面を映
像出力端子１０５及びＬＣＤ１０６へ出力するためのＯＳＤデータを生成し、映像信号処
理回路１０３へ出力する。
【００４１】
　そして、使用者の選択により、カメラモードをＳＤＴＶまたはＨＤＴＶに切り替える指
示を切替回路１０７へ出力する。また、メニュー画面で選択された項目は初期化要求回路
１１２からフォーマットの種別及びフォーマット開始の情報としてマイクロコンピュータ
１１３へ入力される。
【００４２】
　次に、ブランクディスクが装着されてからマイクロコンピュータ１１３が行う処理につ
いて図３に示すフローチャートを参照しながら説明する。
　光学ディスク１１１が装着されると、まずステップＳ３０１において、記録媒体検出回
路１２１から入力されたディスク情報を検出し、光学ディスク１１１が挿入されたか否か
を判断する。この判断の結果、光学ディスク１１１が挿入されていない場合は、挿入され
たことを検出するまで待機する。一方、ステップＳ３０１の判断の結果、光学ディスク１
１１が挿入された場合は、ディスク種別情報を取得してステップＳ３０２へ進む。ディス
ク種別情報は、ファイルフォーマットやディスクフォーマットの種別からなる情報であり
、フォーマット済みの光学ディスク１１１であれば、所定の値が得られる。
【００４３】
　次に、ステップＳ３０２において、ステップＳ３０１で取得したディスク種別情報から
ブランクディスクであるか否かを判別する。この判別の結果、ブランクディスクである場
合はステップＳ３０３へ進む。一方、ステップＳ３０２の判別の結果、ブランクディスク
ではなくフォーマット済みディスクである場合はステップＳ３０６に進む。次に、ステッ
プＳ３０３において、フォーマットの種別を選択し、その情報を初期化選択回路１１４に
指示する。フォーマットの種別選択はメニュー画面に従って行われる。
【００４４】
　フォーマット時のメニュー画面の一例を図４に示す。図４（ａ）は、フォーマットの種
別を選択するメニュー画面の一例を示す図である。フォーマットの内容に応じた項目が表
示され、選択されたフォーマットの選択項目４０１が反転強調表示される。また、選択さ
れた項目の詳細情報としてカメラモードの種類とディスクフォーマットの種類とに関する
情報を備考欄４０２に表示することにより、使用者に対して用途に合わない（誤った）フ
ォーマットの選択をさせないようにしている。所定のフォーマットが選択されると、フォ
ーマット種別情報を生成し、ステップＳ３０４へ進む。
【００４５】
　次に、ステップＳ３０４において、ステップＳ３０３で選択されたフォーマットの種別
に従い、光学ディスク１１１に対してフォーマットを実行する。この時、フォーマットの
メニュー画面は、まず図４（ｂ）に示す画面に切り替わる。図４（ｂ）に示す画面では、
使用者に対しフォーマット実行の可否を選択させる。選択された項目はフォーマットの種
別選択同様可否の選択項目４０３が反転強調表示される。
【００４６】
　フォーマット開始が選択されると、初期化要求回路１１２はマイクロコンピュータ１１
３に対して、光学ディスク１１１のフォーマット要求を出力する。そして、マイクロコン
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ピュータ１１３は、ステップＳ３０３で生成したフォーマット種別情報を初期化選択回路
１１４へ出力する。
【００４７】
　例えば、図４（ａ）に示すように、ＡＶＣＨＤのＶＲモードが選択された場合は、初期
化選択回路１１４内の初期化回路として第４の初期化回路１１８が選択される。そして、
ＵＤＦ２．５によるファイルフォーマット、ＶＲフォーマットによるディスクフォーマッ
トが実行される。フォーマットが実行されるとメニュー画面は、図４（ｃ）に示す画面に
切り替わり、フォーマット処理の状況を経過情報４０４とともに逐次知らせる。フォーマ
ット処理が完了するとステップＳ３０５に進む。
【００４８】
　次に、ステップＳ３０５において、フォーマットの種別に対応したカメラモードを抽出
する処理を行い、次のステップ３０６に進む。フォーマットの種別と対応するカメラモー
ドについて図５に示す。例えば、ＡＶＣＨＤのＶＲモードがフォーマットとして選択され
ると、フォーマットの種別に対応するカメラモードはＳＤＴＶまたはＨＤＴＶである。一
方、ＤＶＤのＶｉｄｅｏモードがフォーマットとして選択されると、フォーマットの種別
に対応するカメラモードはＳＤＴＶのみとなる。
【００４９】
　次に、ステップＳ３０６において、カメラモード選択肢抽出回路１１９で選択されてい
る現在設定中のカメラモード情報と、ステップＳ３０５で抽出されたフォーマット種別情
報に対応するカメラモードとを比較して比較結果が一致するか否かを判別する。例えば、
ＡＶＣＨＤのＶＲモードがフォーマットとして選択されると、フォーマットの種別に対応
するカメラモードはＳＤＴＶまたはＨＤＴＶである。そのため、カメラモード選択肢抽出
回路１１９によりＨＤＴＶのカメラモードが設定されている場合は、ステップＳ３０６に
おけるカメラモード比較結果は一致する。
【００５０】
　ステップＳ３０６の判別の結果、比較結果が一致する場合はそのまま処理を終了する。
この時フォーマットのメニュー画面はフォーマット終了後、図４（ｄ）に示す表示となっ
てからメニュー画面を終了する。
【００５１】
　一方、ステップＳ３０６の判別の結果、比較結果が一致しない場合はステップＳ３０７
に進む。例えば、ＤＶＤのＶｉｄｅｏモードがフォーマットとして選択され、ＨＤＴＶの
カメラモードが設定されている場合は、設定されているカメラモードがフォーマットに対
応するカメラモードに含まれていないため、ステップＳ３０７へ進む。
【００５２】
　次に、ステップ３０７において、カメラモードの切り替えを促すメニュー画面を表示す
る。そして、ユーザによりカメラモードが選択され、その情報を切替回路１０７に指示す
る。カメラモードの選択はメニュー画面に従って行われる。カメラモード選択時のメニュ
ー画面を図６に示す。
【００５３】
　図６（ａ）は、カメラモードを選択するメニュー画面の一例を示す図である。フォーマ
ットの内容に応じた項目が表示され、選択されたフォーマットの選択項目６０１が反転強
調表示される。また、選択された項目の詳細情報としてカメラモードの種類に関する情報
が備考欄６０２に表示される。その後、図６（ｂ）に示すように、ユーザに切り替え実行
の可否を確認する。選択された項目は、カメラモードの選択同様に可否の選択項目６０３
が反転強調表示される。
【００５４】
　図６（ｃ）は、カメラモードを選択するメニュー画面の別の一例を示す図である。フォ
ーマットの選択肢が１つしかない場合は、図６（ａ）に示すような選択をせず、切り替え
可能なカメラモードの情報を提示した上で、切り替えの可否を確認する。
【００５５】
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　次に、ステップＳ３０８において、選択されたカメラモードに切り替える処理を行う。
具体的には、切替回路１０７に対し、映像信号の出力先を対応したカメラモードの映像信
号を圧縮する回路に切り替える指示を出す。例えば、図５に示すフォーマット種別情報が
"２"の場合は、対応するカメラモードはＨＤＳＤであるため、映像信号が第１の映像信号
圧縮回路１０８へ入力されるように切替回路１０７へ指示する。また、カメラモード選択
肢抽出回路１１９の現在設定中のカメラモード情報も同様のカメラモードに再設定する。
【００５６】
　前述の処理により、光学ディスク１１１としてブランクディスクが本実施形態のディス
クカムコーダに装着され、使用者がブランクディスクのフォーマット処理を実行した場合
に、フォーマットの種類に対応しているカメラモードと、その時点で設定しているカメラ
モードとが一致しているか否かを検出し、不一致の場合はフォーマットの種類に合ったカ
メラモードに切り替えるように促す。そのため使用者はブランクディスクのフォーマット
の種類とカメラモードとの組み合わせを考えることなく、フォーマット処理を実行できる
。
【００５７】
　本実施形態においては、ブランクディスクが装着された際に行うフォーマット処理に関
して述べているが、フォーマット済みの書き換え可能な光学ディスクに対して、再フォー
マットを行う場合についても同様の処理を行うことが可能である。
【００５８】
　また、本実施形態では、マイクロコンピュータ１１３から初期化選択回路１１４に対し
てはフォーマット種別情報を出力し、この情報と選択される初期化回路とが対となってい
る。一方、マイクロコンピュータ１１３から初期化選択回路１１４に対し、ファイルフォ
ーマットの種別情報及びディスクフォーマットの種別情報の各フォーマット情報を各々出
力する。そして、初期化選択回路１１４が得られた情報を組み合わせて初期化データを生
成して、光学ディスク１１１のフォーマットを行うことも可能である。
【００５９】
（本発明に係る他の実施形態）
　前述した本発明の実施形態における撮像装置を構成する各手段、並びに撮像装置の制御
方法の各工程は、コンピュータのＲＡＭやＲＯＭなどに記憶されたプログラムが動作する
ことによって実現できる。このプログラム及び前記プログラムを記録したコンピュータ読
み取り可能な記録媒体は本発明に含まれる。
【００６０】
　また、本発明は、例えば、システム、装置、方法、プログラムもしくは記録媒体等とし
ての実施形態も可能であり、具体的には、複数の機器から構成されるシステムに適用して
もよいし、また、一つの機器からなる装置に適用してもよい。
【００６１】
　なお、本発明は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム（実施
形態では図３に示すフローチャートに対応したプログラム）を、システムまたは装置に直
接、または遠隔から供給する。そして、そのシステムまたは装置のコンピュータが前記供
給されたプログラムコードを読み出して実行することによっても達成される場合を含む。
【００６２】
　したがって、本発明の機能処理をコンピュータで実現するために、前記コンピュータに
インストールされるプログラムコード自体も本発明を実現するものである。つまり、本発
明は、本発明の機能処理を実現するためのコンピュータプログラム自体も含まれる。
【００６３】
　その場合、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタによ
り実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等の形態であってもよい。
【００６４】
　プログラムを供給するための記録媒体としては、例えば、フロッピー（登録商標）ディ
スク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスクなどがある。さらに、ＭＯ、ＣＤ－
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ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ、ＤＶＤ
（ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－Ｒ）などもある。
【００６５】
　その他、プログラムの供給方法としては、クライアントコンピュータのブラウザを用い
てインターネットのホームページに接続する方法がある。そして、前記ホームページから
本発明のコンピュータプログラムそのもの、もしくは圧縮され自動インストール機能を含
むファイルをハードディスク等の記録媒体にダウンロードすることによっても供給できる
。
【００６６】
　また、本発明のプログラムを構成するプログラムコードを複数のファイルに分割し、そ
れぞれのファイルを異なるホームページからダウンロードすることによっても実現可能で
ある。つまり、本発明の機能処理をコンピュータで実現するためのプログラムファイルを
複数のユーザに対してダウンロードさせるＷＷＷサーバも、本発明に含まれるものである
。
【００６７】
　また、その他の方法として、本発明のプログラムを暗号化してＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒
体に格納してユーザに配布し、所定の条件をクリアしたユーザに対し、インターネットを
介してホームページから暗号化を解く鍵情報をダウンロードさせる。そして、その鍵情報
を使用することにより暗号化されたプログラムを実行してコンピュータにインストールさ
せて実現することも可能である。
【００６８】
　また、コンピュータが、読み出したプログラムを実行することによって、前述した実施
形態の機能が実現される。さらに、そのプログラムの指示に基づき、コンピュータ上で稼
動しているＯＳなどが、実際の処理の一部または全部を行い、その処理によっても前述し
た実施形態の機能が実現され得る。
【００６９】
　さらに、その他の方法として、まず記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュ
ータに挿入された機能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わる
メモリに書き込まれる。そして、そのプログラムの指示に基づき、その機能拡張ボードや
機能拡張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理に
よっても前述した実施形態の機能が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の実施形態におけるディスクカムコーダの構成例を示すブロック図である
。
【図２】本発明の実施形態における記録フォーマットとカメラモードとの組み合わせを示
す図である。
【図３】本発明の実施形態において、ディスクのフォーマット処理におけるマイクロコン
ピュータの動作手順の一例を示すフローチャートである。
【図４】本発明の実施形態において、ディスクのフォーマット処理時のメニュー画面の一
例を示す図である。
【図５】本発明の実施形態におけるフォーマットの種別とカメラモードとの対応を示す図
である。
【図６】本発明の実施形態において、カメラモードを選択するメニュー画面の一例を示す
図である。
【符号の説明】
【００７１】
　１０１　レンズ
　１０２　ＣＣＤ
　１０３　映像信号処理回路
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　１０４　映像表示出力回路
　１０５　映像出力端子
　１０６　ＬＣＤ
　１０７　切替回路
　１０８　第１の映像信号圧縮回路
　１０９　第２の映像信号圧縮回路
　１１０　記録回路
　１１１　光学ディスク
　１１２　初期化要求回路
　１１３　マイクロコンピュータ
　１１４　初期化選択回路
　１１５　第１の初期化回路
　１１６　第２の初期化回路
　１１７　第３の初期化回路
　１１８　第４の初期化回路
　１１９　カメラモード選択肢抽出回路
　１２０　カメラモード選択回路
　１２１　記録媒体検出回路
　４０１　選択項目
　４０２　備考欄
　４０３　可否の選択項目
　４０４　経過情報
　６０１　選択項目
　６０２　備考欄
　６０３　可否の選択項目
【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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